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は じめに

　チベ ッ ト仏教 前伝期の 9 世紀前半に 編纂された とい う3 つ の 仏典目録の 1 つ 『パ ン タ ン 目

録』 （＝ 目録 「パ ン タン マ 』＞dKar　chag 　
’Phang 　thang 　ma は これ まで 現存 しな い とい われて

きた 。 最近、中国チ ベ ッ ト自治区ラサの 西蔵博物館 （Bod 　ljongs　rten 　rdzas 　bshams　mdzod

khang）に 所蔵 され る そ の 写本 を編集 した、チ ペ ッ ト活字本 の テ キス トが北京か ら公刊 され

た 。 こ の 刊行本 に もとつ い た 『パ ン タ ン 目録 』 の テ キ ス ト研究と して 、 典籍番号 を割 り当て

た ロ
ー

マ 字 テ キス トとその 注記等を付 けた 論考 は別稿（1）で 発表した 。 本稿は それを受 けて 、

『パ ン タ ン 目録 』 の研究の
一
端 と して次の 4 点を検討す る 。

1，『パ ン タン 目録 』 と 『デ ン カル 目録 』 との項 目対照

2．『プト ン仏教史』 目録部に 引用され た 『パ ン タ ン 目録』

3，『大宝積経 』 に関する 『パ ン タ ン 目録』 と 『デ ン カ ル 目録』 との 対応関係

4．『パ ン タン 目録』 の 前書 きに つ い て

1　 『パ ンタン 目録』 と 『デン カル 目録』 との 項 目対照

　 『パ ン タ ン 目録 』 の 内容 を分析 す る場合、有効 な手段 の 1 つ とし て 『デ ン カ ル 目録 』 （＝

目録 『デン カ ル マ 』）dl（ar　chag 　IDan（／IHan） dkar　ma との 比較対照が あ る。 前伝期 に編

纂 された 3 目録の うち、唯
一

チ ベ ッ ト大蔵経に収蔵 された 『デ ン カル 目録』 は Lalou　1953

（三 LL ）と芳村 1974 （＝ YS ）に よ る目録 自体の 研究が ある。そこ で 、『パ ン タン 目録』 全体

の 内容構成お よび 『デ ン カ ル 目録 』 との 対応 関係 をみ るため に 、両 目録 の 分類項 目を対比 し

た 表 1 を示す 。

表 1 「パ ン タ ン 目録』 と 「デ ン カ ル 目録』 との 項目対照

項 目 項 目 名

1
　　
1

般若波羅蜜等の 経典の標題と巻数に関して、 般若経 の 排列 ［KR1 −17 ］

大乗経典、般若波羅蜜の 部類 に 属す る もの 　［LLIYS ．1−16］

2
　　
2

大方広仏華厳経に属するもの　［KR18 −22］

大乗経典、方広経類に属す る もの 　［LL ．17−24！YS ．17−23］

3
　

3

大宝積経の 部に属するものの排列 ［KP ．23−31］

大乗経典、大宝積法門、十万品 に 属するもの 　［LL25 −72／YS ．24−71］

4−14
−1

大経 （大乗経典）  の排列　［KP32 −4司

種 々 の 大乗経典、26 巻以下 11 巻以上 の もの　［LL ，73−84！YS ．72−83］
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4＿24

−2

10 巻のもの　［KP46 −48 ］

10巻 以下 の もの 　［LL85 −174／Ys ．84173 ］
〔3）

4−3 9 巻のも の　【KP ．49］ 4

4−4 8 巻 の も の　［KP ．50 −53 ］

4−5 7 巻のもの　［KR54 −62 ］

4−6 6 巻のもの　［KP63 ．67 ］

4−7 5 巻のもの　［KP ．68 −76 ］

4吻8 4 巻の もの 　［KP ．77−88］

4−9 3 巻の もの 　［KR89 −109 】

4−102 巻余の もの 　【KP110 −113］

4−112 巻の も の　［KR114 −126 】

4−121 巻半の もの 　［KP127 −135］

4層131 巻余 の もの 　【KP136 −142 ］

4−141 巻のもの　［KR143 −161］

5−14
−3

1 巻 に満たな い 小部経典の排列　［KR162 −171コ

巻未満 の もの 　［LL ．175・202 ／YS ．174−201］ 〔5）

5−2 200 頌の もの 　［KP 　172 −180】

5−3 半巻 の もの 　［KP ．181 −188 ］

5−44
−4

100 頌の もの　［KR 　189 −195】

100 頌以下の もの 　［LL203 −239／YS．202−238コ（6 ＞

5−5 90 頌 の も の 　［KP 　196−200］

5−6 80 頌 の もの　［KP 。201 −202 】

5−7 70 頌 の も の 　【KP203 −210 ］

5−8 60 頌 のもの 　［KP ．211 −213］

5贓9 50 頌 と 60 （40）（7
頌の も の 　［KR214 −215］

5−10 般若波羅蜜の小部経典 　【KR216 −219 】

5−1130 頌以下のもの 　【KE220 −228 】

6
　

6

漢語か ら翻訳された大乗経典の 排列　［KP ．229 −239 】

漢語か ら翻訳 された大乗経典 ［LL．249−2701Ys ．248−270］

7°
　

7

小乗経典　［KR240 −250】

小乗経典 ［LLIYS ．271−308］18）

8
　
FD

大経に属するもの　［KP ．251 −260］

大経 に 属す るもの ［LL240 −2481Ys ．239−247］

9 法門　［KP 　261 −265】

10 小 （小乗）
〔9＞経典　【KP266 −298］

11
　

9

真言タン トラ　【KP ，299 −302］

秘密真言 タ ン トラ　［LL／YS ．316−328］

12 大小の陀羅尼と個々の儀軌　［KP ．303 −315］

3
　
01

　　
1

五大陀羅尼 ［KP ．316 −320】

五大陀羅尼 ［LLIYS329 −333コ

14 −111 大小各租の 陀羅尼　［KP321 −3251

大小各種の陀羅尼 ［LL334 −4361Ys334437］（1°）
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14 −2 半巻 の もの 　［KP326 −328 】

14−3100 頌の も の　［KR329 −334］

14−480 頌 の もの 　【KP ．335 −339 コ

14−570 頌のもの　匚KP ．340］

14−660 頌の もの 　匸KP ．341 ］

14 −750 頌のもの 　［KP ．342 −351 コ

14−840 頌以下 の も の　匸KR352 −358】

14 −930 頌のもの　［KP ．359 −3691

14−1020 頌 の も の 　【KP ．370−379］

14−1110 頌 の も の 　【KP ．380 −401 ］

14−129 頌の も の　［KP ．402 −409コ

15 陀羅尼呪 の 心髄を別個に抽出 したもの 　［KP ．410 −418 ］

16−112 百八 名 、 礼讃 、 吉祥 、 種々 の 誓願　［KR419 −431 】

百八名　［LL437 −445／YS ，438−446 ］

16 −215 吉祥　［KP ．432 −4381

吉祥の 法門　［LL．476−482／Ys．477−483］

16−314 種々 の誓願　［KP ．439 −451 ］

種々 の 誓願　匚LL　464−475／YS ．465−476］

7
　
61

　　
1

律典関係　［KP ．452 −470 】

律藏 ［LL ．483−5131Ys ．484 −513 ］

8
　
71

　　
1

種々の経典の注釈　［KP471 −516］

大乗経典 の 注釈 ［LL5145641Ys ．51↓ 565］

9
　

81
　　
1

漢語から翻訳され た 経典 の 注釈 　［KP ．517 −523 ］

漢語 か ら翻訳 された経典 の 注釈 ［LL．565−572／YS ．566−573］

0
　
92

　　
1

中観の論典 　［KP ，524 −552」

中観の 論典 ［LL573 ・6051Ys ．574−606］

1
　

12
　

2

識の論典　［KP ．553 −582 ］

識の 論典　匚LL614 −654 ！YS ．615 −648 ］

2
　
　
　

3

2
　

8
　

2

小乗の論典 　［KP ．583．597 ］

論典 ［LLIYS ．309−315］

小乗論典 ［LL ．686−6941Ys ．68ぴ 688］

3
　

42
　

2

論理書関係　［KP ．598 −625］

論理書関係 ［bL695 −722／YS ．689−716］

4
　

0
　
2

2
　

2
　

2

個々の阿閣梨が著作された種々の論典　［KP ．626 −650］

禅定の 書 ［LL606 −613／YS，607−614］

種々 の大乗論典 ［LL．6与5−685／YS ．649−679］

25−113 以前の阿闇梨、王たちが聖な るもの を礼讃されたもの の中で 、礼讃　［KP ．651 −665 ］

種々 の 礼讃 ［LL446 −463／YS ，447−464］

25 ＿225 チソ ン デ ツ ェ ン 王御作の 典籍　［KP ．666 −675 ］

チ ソ ン デツ ェ ン 王御作の典籍　匚LL723 −729／YS ．717−723］

26−126 翻訳され た経典と論典の うち 、 大校閲が未だな されずに確定してな い もの と、翻訳途 中と

して 残 さ れ て い る も の の 中で、大校閲未了の経典と経典の 注釈　［KP ．676 −680 】

大校閲 の未了 の経典 ［LL7301Ys ．724−725］
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26−2 翻訳中の経典 と律典　【KP ．681 −691］

26−3 大校閲未了の論典　【KP ．692】

26−427 翻訳中 の 論典 　［KP ．69   696 ］

翻 訳中の論典 ［LL731 −736／YS ．726−734］（11｝

26 −5 翻駅中の論理書　［KE697 −699］

27−1 諸経典の標題が 3 本を対照 して 多少一致 しな い もの で 、 2 本 の 中に
一

致 して 出て い るも の

を信用できるとして 本文に入れた 。 1 本の中に出て 、 （他の）2 本の中に出てない もの を別

個 に記したも の　匸KR700 −704】

27 −22 種の 旧本の 中に出てな く、 大徳シュ ン ヌ
ー

ニ ンポ本の中に出て い るもの 匸KP705 −707］

27−3 他の訳記 の 中に述べ られ た経典 の 題 目のうち 、 旧本の 中に 出て 、2 本の 中に出な い もの 、

忍功徳 、 律部 ［KP ．708】

27 −4 論典 ［KP ．709 −710 ］

27−5 訳記の中に出てないが、 安置される （典籍 の ）題 目　［KP711 −731】

27 “6 陀羅尼　［KP ．732 −733 ］

27−7F 阿闇梨ら の御作　［KP ．734 −766 】

27 −8 経典な らびに論典の注釈、 チ ソ ン デツ ェ ン 王の御作　［KR767 −883 コ

27 −9 真言の 三 門　［KP 。884959 ］

　表の ゴ チ ッ ク体が 『パ ン タン 目録』 で 、 角カ ッ コ 内は 各項 目に所属す る典籍の分類番号

（＝ KP ）で あ る 。 下段に 『デ ン カル 目録 』 の 対応す る項目名 と典籍 番号 （＝ LL ／YS ） とを

並べ た 。 ただ し、『パ ン タ ン 目録』 項 目 24 「個々 の 阿闍梨が著作された種々 の 論典 」 の 中に、

項 目名の 対応 しない
「禅定の 書 」 を入れ て い る の は 、 そ の 項 目名が 『パ ン タ ン 目録』 にな い

けれ ども、所属典籍が対応 するため便宜的に 同じ項 目に並 べ た 。 ま た
、 対応項目内の所属典

籍は必ず しも相互 に対応す る典籍関係を意味 しない 。 例 えば、第 3 項目に
「大 宝積経部門 」

が共通 して 立 て られ るが 、 後述 す る 『大宝積経 』 の 各典籍の配置 （表 3）か らわか るように
、

『デ ン カル 目録』 の 所属典籍は 『パ ン タ ン 目録 』 で は数項 目に散在して対応す る 。 ある い は、

『デン カ ル 目録』 項 目 4−2 「10巻以下 の もの 」 の 所属典籍は 、 実 際は 『パ ン タン 目録』 の項

目 4−2 「10 巻の もの 」 か ら 4−14 「1 巻の もの 」 まで に 記載 され る典籍 と対応 する 関係に あ

る。同様 な こ とは 、

『パ ン タ ン 目録』 の 他の 細分化 された項 目で も共通す る。 こ うした点か

ら 、 両 目録 間の 対応関係の 分析に は全典籍 の 対応関係も合わせ て 提示する必要が あ る。それ

は今後の 課題で あ るが、あ らまし調ぺ た と こ ろで は
、

『デ ン カ ル 目録』 の 全典籍 、 そ の 中に

は重複記載 もある けれ ども、 単純に 典籍番号だ けか らい え ば LL の 736典 、　YS の 734 典中

で 、

『パ ン タ ン 目録 』 に対応が確認で きない もの が 70典余 りある 。 そ の よ うに
、 典籍の 対応

関係や 項目の分け方 と排列順 などに相違点が見 られる もの の 、両 目録の 全体の 構成 は基本的

に類似 して い る と い え るだろ う。

　 したが っ て 、従来 『パ ン タ ン 目録 』 は 『デ ン カ ル 目録 』 と異な り、 カ ン ギ ュ ル （仏説部）

とテ ン ギ ュ ル （論疏部） とに 二 分され た最初の もの と伝 え られ る とい う指摘が な されて きた

が、現存写本の 『パ ン タン 目録 』 に よる限 りで はそ うい う構成 に な っ て い な い こ とが明らか

で あ る し、お そ らく原本 自体も同様で あ っ た と考え られ る。
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　た だ、 こ こ で 問題 となる の は 、

『パ ン タン 目録』 の 項目 27−1〜27−9 の 部分 をどの ように解

釈すべ きで あるか とい うこ とで あ る 。 こ の 部分 は巻数や頌数の 記載の な い 典籍が 多 く目に付

く。 また 『デン カ ル 目録 』 と の 関係 で は、その 一部の 典籍（12）
が この部分 に対応関係が認 め

られ る もの が あ る 。 しか し、 項 目 26−1〜26−5 の大校閲未了 と翻訳途中の 典籍 の 後 に 続 く部

分で あ る こ と、また 『デン カ ル 目録 』 が最後 の項 目の 「翻訳途中の 論典 」 で 終わ る こ と、あ

るい は 同種の 項 目の 重複、一例 をあげれ ば、項 目 27−8 「経典な らびに論典の 注釈、チ ソ ン デ

ッ ェ ン 王 の 御作」 の よ うに 、前の 項 目に経典の 注釈やチソ ンデ ツ ェ ン の 著作の 項目が あ るに

もかか わ らず 、 同種の 項目が立て られ て い る こ と 、 等々 を考えあ わせ る と 、

『パ ン タ ン 目録』

の こ の 部分は 目録が最初に作成された 時点か ら存在 して い た の で はな く、後 に付加 され た増

補部分で はなかろ うか と推定され る 。 仮に それが事実 として も、 それが い っ の 時点で あ っ た

か はわか らない 。 あ る い は最初の 編纂時か ら間もな くして 増補され た可能性 もあるが 、 遅 く

ともそ の 部分の 典籍が 『プ トン 目録』 に引用 され て い る こ とか ら （表 2 参照 ）、 そ の 目録 の

成立年代 （1322 年）以前で あっ た こ とは確か で あ る 。

2　 『プ トン仏教史』 目録部に引用された 『パ ン タン 目録』

　現存す るチベ ッ ト史料の 中で、 『パ ン タン 目録』 か らの 引用が もっ とも多 く見 られ るの は、

い わ ゆる 『プ トン 仏教史』 の 第 4 章
「
目録部」

（13）
（以 下、

「プ トン 目録』
＝ NS ）で あろ う。

すなわち 、

『プ トン 目録』 中の 「世間 の 目とな っ た 聖なる法王方 々 と翻訳師 らの 御作の 題目

に関して 」
（14）

と冒頭で い う部分 （NS ．2899−2953）と、それに続 く 「作者 の御 名が 示されて い

ない もの に関 して 」
（15）とい う部分 （NS2954 −3047）とに列挙され るチ ペ ッ ト人の 著述 は 、 引

用末尾の
「
それ ら （の典籍 ）は ほ とん ど目録 『パ ン タン マ 』 の 中に述 べ られ る」

（16＞とい うも

の に相 当す る e そこ で 、その 部分の 典籍の うち、KP との対応関係が 認め られ る もの を表に

して示せ ば、次の ようで ある。

表 2　 「プ ト ン 目録』 に 引用 され る 『パ ン タ ン マ 』 と KP との 典籍対応

NS 　 　KPNS 　　KP NS 　 　 KPNS 　 　KP NS 　 　 　KP

2899　 6662931 　 8122964 　 　 7772994 　 8093018 　 　 848

2900　 6672932 　 8262965 　　 7822995 　 8103019 　 　 849

2901　 6682933 　 8272966 　 　 7832996 　 8113020 　 　 850

2902　 6692934 　 8282967 　 　 7842997 　 8143021 　 　 851

2903　 6702935 　 8412968 　 　 7862998 　 8153022 　 　 852

2904　 6712936 　 8422969 　 　 7882999 　 8163023 −24 　 853

2905　 6722937 　 8682970 　 　 7893000 　 8173025 −27　 854

2906　 6732938 　 8692971 −73　 7903001 　 8213028 　 　 855

2907　 6742939 　 8712975 　 　 7913002 　 8243029 　 　 857

2908　 6752940 　 8722976 　　 7923003 　 8253030 　 　 858

2909 　 8462941 　 8732977 　　 7933004 　 8293031 　 　 859
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2913 　 8202942 　 8782978 　 7943005 　 8303032 　 　 860

2914　 8632947 　 4702979 　 7953006 　 8323033 　 　 861

2916　 8172948 　 8762980 　 7973007 　 8333034 　 　 862

2921 　 8222950 　 8742981 　 7963008 　 8353035 　 　 864

2922　 8232954 　 7682982 　 7983009 　 8363036 　　 865
2923 　 8342955 　 7692983 　 8003010 　 8373037 　　 867

2924　 8702957 　 7702987 　 8023011 　 8383038 　 　 875

2925　 7782958 　 7712988 　 8033012 　 8393039 　 　 877

2926 　 7792959 　 7722989 　 8043013 　 8403040 　 　 879

2927　 7812960 　 7732990 　 8053014 　 8433041 　 　 880

2928　 7852961 　 7742991 　 8063015 　 8443042 −43　 881

2929 　 7872962 　 7752992 　 8073016 　 845304445 　 882

2930　 8012963 　 7762993 　 8083017 　 8473046 −47　 883

　こ の 表中の NS ．2971−73
，
3023−24 ， 3025−27 ，

3042 −43
，
3044−45

，
3046 −47 を KP で はそれ

ぞれ 1 典（17）と して典籍番号を割 り当て て い る の で 、KP の 番号付 けに 従 えば、　 NS ．2899 −

3047（18）
の全 141典 中、KP と対応する と推定され る もの は 120典 あ り、 対応が確認されな

い もの が 21（19）
典あ る 。

　そ して対応す る もの は 、 KP ，470が 項目 17 「律典関係」 に属する以外は、項目 25−2 「チソ

ン デッ ェ ン 王御作の 典籍」 と 27−8 「
経典な らびに 論典の 注釈、チソ ン デツ ェ ン 王 の 御作」 と

の 2 項 目内に限定 され、前者 は KP の 典籍の 排列順 に対応す るが、後者はJl頂不同で ある 。

　また、対応 しな い 典籍が ある の は、上に 示 した 『プトン 目録 』 の 引用末尾の
一
文

（20）
か ら、

チ ベ ッ ト人の 著述 リス トを まとめ るた め の 典拠 と して 『パ ン タ ン マ 』 や テ ン ギ ュ ル 目録（21）

とは別 の 目録 が用 い られ 、 それか ら引用 された こ とが 考え られ る 。 あ る い は プ トン の 参照 し

た 『パ ン タン マ 』 と現存の 写本 KP との 間に テ キス トの 相違が あ っ た の か もしれな い 。 い ず

れ に して も、 プ トン の利用 した 『パ ン タン マ 』 は KP の 項目 27−8 を含む 内容で あ っ た とい

える。

　 とこ ろ で 、 『プト ン 目録』 に は 、 こ の 引用以外に も 「パ ン タ ン マ 』 が典拠 とされ た箇所が

5 ヵ 所 ある 。 それ を個別 に KP と対照 して 見 て み よう。

1．『プ トン 目録 』 は コ ータ ン 語か らの 訳典 に つ い て 、

「『パ ン タ ン マ 』 に、
“ Me ’

gaPtsho

　ba ’i　mdo ”

と
“
rTa 　mgrin 　bkod　pa

’i　mdo ”

とい うコ ータ ン 語か ら翻訳された （経

　典）が あ る と説明され る」 （CBC ，
154a）（22＞と述べ る。その 2典の 前者は KP ．729の

　
“ Mau 　dgal ，

 sho 　ba ’i　mdo ／bp．／
”

に、後者 は KP ．730 の
“
rTa 　mgrin 　gnarn　sa

　bkod　pa
’i　mdo ／bp，1”

に対応す る 。 問題は、　KP に は こ の 2 典が コ
ータ ン 語か

　 らの 翻訳 と明示 する よ うな記載が ない こ とで ある 。
ただ

、
KP ．733 の典籍名の 後に、

　 「
これ らの経 と陀羅尼 は漢語 とコ ータン語か ら訳 され た 」

（23）
と い う記述が 見られ る

　 が、 「これ らの 経」 の 中に その両典が含 まれ る として も、漢語か らの 翻訳か 、
コ ー

　 タン語か らの翻訳かはテ キス トか ら判断す るこ とが 出来な い
。 なお 、 両典は 『デ ン

　 カル 目録 s に 対応が な く、『プ トン 目録』 で も未入手経典で あ っ た ようだ 。
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2．『プ ト ン 目録』 は 『十万頌般若広注 』 に つ い て 、「“

rGyal 　ba ’i　yum 　stong 　phrag

　brgya　pa ’i ’

grel　chen
” 78巻 （＝ NS ．499）（24）、少 しばか り未訳の あ る も の 。 本典 は

　 『パ ン タ ン マ 』 で はチ ソ ン デツ ェ ン 王 に よ っ て作られ た と記され て い るけれ ども、以

　前の 2 目録に はイ ン ド本 と説明 され て い るの で Daip＄tasena（1Dam爭trasena）に

　 よ っ て 作 られた もの が これで ある」 （CBC ， 156a）（25）と述 べ る。こ の 『パ ン タ ン マ 』

　 の 記載 とは、KP の 項 目 27−8 「経典な らびに 論典 の 注釈、チソ ン デッ ェ ン 王の 著作

　 され た もの 」 の筆頭に載る KP ．767 の
“ ’Phags　pa　shes 　rab 　kyi　pha　rol 　du　phyin

　 pa
’bum 　gyi　rgya 　cher

’

grel　pa ／bp．／
”
を指す と見 られ る、チソ ン デツ ェ ン の 著

　 作目録 は、別 に独立 した項 目 25−2 が立て られ て い るが、それ とは異な っ て、 こ の

　項 目の どれ が チ ソ ン デ ツ ェ ン の 著作か を特定す る よ うな記載 （261は な い
。 した が っ

　 て 、 プ トン が何を根拠 に そ う述べ た の か は っ き りしな い
。

3．『プ トン 目録 』 はハ リバ ドラ作 『現観荘厳論小注』 Don 　gsal　5巻 （＝＝NS ．536）に関

　 して、 「目録 『チ ン プマ 』 と 『パ ン タ ン マ 』 と に 、
“
mNgon 　par　rtogs 　pa

’i　rgyan

　 rgya 　cher
’

grel　pa
” 6 巻 と示 され るの は 、 これ が間違 い で あ るのか、あ る い は別

　の もの が あ るの か 検討さ れ るべ き で あ る 」 （CBC ，
157a）（27）と述べ

、

「小注』 の 巻

　 数 の相違 を問題 に す る 。 プ トン の い う 「パ ン タン マ s の 6 巻本 とは、KP ．473 の

　
“

mNgon 　par　rtogs 　pa
，i　rgyan 　rgya 　cher

’

grel　！6bp．／
”

を指す 。 なお、『デ ン カ ル

　 マ 』 LL ／YS ．517 は 『プ トン 目録 』 と同じ く 5 巻 とす る。

4．『プ トン 目録』 は 『摂大乗論』 の注釈書の作者 につ い て、 「その （『摂大乗論 』）初依

　 で ある 「所知依 」 （jfieybSraya＞の 注釈
“Don 　gsang　ba　rnam 　par　phye 　ba

，
14bp ．

”

　 （； 　NS ．706）。 こ れ は 目録 『パ ン タ ン マ 』 に 世親 （Vasubandhu）作 とい わ れ る」 （CBC
，

　 161b）（28＞と述 ぺ る 。それ に 対応す る典籍は KP ，747 の
“ Shes　bya’i　gnas　kyi　ti　ka

　 slob 　dpon　dByig　gnyen　gyis　mdzad 　pa，
　bp．1”

に 確認で きる 。 ちなみ に、　KP ，747

　 に 対応す る 『デン カ ル 目録』 LL 。6291YS．623で は 作者名 を記さない
。

　　 プ トン が後 に 著 した 『
テ ン ギュ ル 目録 』 で は 「

こ れ に 関して
、 以 前 の 目録に 阿闍

　 梨世親が作 られた とい うもの が あるが 、そうで はな い ら しい 」 （TKA ，
102a−b）129）

　 と世 親作を疑っ て い る 、
こ の点 は蔵経本 ［東北 4052 ：北京 5553］に跋文 （mdzad

　 byang）は ない が 、附属 『テ ン ギュ ル 目録』 （D ．446a
，
　P．124a）で は プ トン 『テ ン

　 ギュ ル 目録』 と同様に記 され る 。

5．『プ ト ン 目録 』 は コ ータ ン語か らの 訳典 「八 明 と名つ くる明呪 』 に つ い て 、 「こ の

　 コ
ータ ン 語か ら訳 された

“
sNang 　brgyad　ces 　bya　ba’i　rig 　sngags

”

（＝　NS ．1287）

　 は 『パ ン タ ン マ 』 に真正 な経 とされて い るけれ ども、検討 され る べ き事で ある」

　 （CBC ，
175a）（3D）と述べ る。こ の 陀羅尼経典は KP ．733 の

“

sNang 　brgyad　ces　bya

　 ba ’i　rig 　sngags
”

に対応 する 。
　KP は こ の 典籍に続い て 、上記 1で 示 した よ うに

「
こ

　 れ らの経 と陀羅尼 は漢語 とコ ータ ン 語か ら訳され た」 と記されて い る もの の 、先の

　 例 と同様に本典が コ
ータ ン 語か らの 訳典 と解釈で き る記載はな い

（31）
。 また 、 プ ト

　 ン が 「真正 な経 とされ る」 とい うの は、目録 に記載されて い る こ と自体を意味す る
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の か どうか真意が は っ き りしない
。

　以上 の よ うに 、 プ トン が利用 した 『パ ン タン マ 』 の典拠はすべ て KP に 対応 する箇所 が見

出せ るが 、プ トン の 指摘する とお りに は確認で きない 点もあ る。 プ トン が特に チベ ッ ト人の

著述 リス トの ため に 『パ ン タン マ 』 を用 い たの は 、『デン カ ル 目録 』 が チ ソ ン デツ ェ ン の 著

作 リス ト以外は、チベ ッ ト人の 著作
（32｝を少ししか記 して い ない の に対 し、よ り詳細な 『パ

ン タ ン マ 』 に資料的価値 を認 め て い た か らで あろう。 また、個々 の 事例 にお い て 『パ ン タ ン

マ 』 を典拠 として 用 い た こ とに対 して も同様の こ とが い え るで あ ろ う。

3 『大宝積経』 に関する 『パ ン タン 目録』 と 『デ ン カル 目録』

との対応関係

『パ ン タ ン 目録』 と 『デ ン カル 目録』 との 対応関係で 顕著な相違が 見られ るの は 『大宝積

経』 で あ る 。 両目録 とも 3 番目の 項目に 『大宝積経 』 の部門が立て られて い る。 『大宝積経』

は個 々 の 独立 した 内容を有す る 49 の経典 を集成 した もの で 、漢訳本は菩提流志の訳編に な

る 49 会 120 巻が 713年に成立 した （33＞。チ ベ ッ ト語訳は大蔵経カ ン ギュ ル の 「宝積部」 ［東

北 45−93 ： 北京 760（1）− 760（49）］に漢訳 と
一
部順序が 異な るが （34）、同様の 49 経が排列さ

れ る 。

　 『デ ン カ ル 目録 』 は第 46 会 『七百頌般若 』 （LLIYS ．7）の み が項 目 1 「般若経部類 」 に

配 置 され るが 、他の 48 経は す べ て 項 目 3 「大宝積経部 門 」 に 記載 され る。 その 排列順 も

第 13会 （LL38 ／YS ．37）と第 14 会 （LL37 ／YS ．36）、第 41会 （LL ．66／YS ．65） と第 42 会

（LL．65／YS ．64）の 2 ヵ 所が 逆で ある以外は漢訳 と同
一

で ある 。 その点 は 『プ トン 目録 』 も

同様で あ るが 、 第 46 会 も 「大宝 積経部門」 に 入 っ て い る の で 、49 経すべ て が その 部門

（＝＝ NS ．128−176）に揃 っ て い る。

　こ れ に対 して 、 『パ ン タ ン 目録 』 に お ける
『大宝積経』 の 配置は、表 3 に示 した よ うに 大

き く異なる 。 すなわ ち 、49 経の うち第 31 会 『恒河上優婆夷会 』 （LL ．55／YS ．54）の記載 は

確認で きな い が 、 残 りの 48 経 は項目 3 「大宝積経部門」 に 9経だ けが登録 され、他 は項 目 1

「般若経部類 」、項 目 4 ・5 「大乗経典部類」、 項 目 26−2 「翻訳途中の 経典 と律典 」、項 目 27−5

「
訳記の 中 に 出て な い が 、 安置され る （典籍の ）題 目」 に 散在 し て い る 。 こ の 中で 注 目 され

るの は項 目 26−2 「翻訳途 中の 経典 と律典」 中に 記載され る次の 4 典で ある 。 そ の テ キ ス トを

『デン カ ル 目録 』 と対照 して示 そ う。

1．匚KP ．683］
，Phags　pa　mngal 　du　zhugs 　pa　sgyur

，

phro ／bp．1
　［LL ．38／YS ．37］ ，Phags　pa　mngal 　du ，jug　pa　bstan　pa ！300sL ： lbp．1 （第 13

　 会 『仏為阿難説処胎会』）

2，［KP ．684］
，Phags　pa　mngal 　na 　gnas　pa　sgyur

，

phro ／bp．／

　［LL ．37／Ys ．36］　
，Phags　pa　mngal 　na 　gnas　pa　bstan　pa ！600sL： 2bp．1 （第 14

　 会 『仏説入胎蔵会』）
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3、［KP ．685］　
，Phags 　pa　go　cha 　bkod　pa　sgyur

，

phro ／6bp ．／

　［LL ．31／YS ．30］ ’Phags　pa　go　cha 　bkod　pa ／1
，
800sl．： 6bp，／（第 7 会 『被甲荘

　 厳会』）

4．［KP ．686］　
，Phags　pa

，

od 　zer 　sgrub 　pa　sgyur
，

phro ／15bp，／
（35）

　匚LL35 ／YS ．34］
’Phags　pa

’

od 　zer 　bsgrub　pa 　11，500sl．： 5bp．／（第 11会 『出現

　 光明会 』）

　　この 両目録の 対照が正 しい と仮定す るならば、『デン カ ル 目録 』 で は 49経 すべ て が 訳了

で あ っ た と見なせ るの に対 し、『パ ン タン 目録 』 で は翻訳途中の 経典が 登録 され た とい え る

で あ ろう（36）。また、『パ ン タン 目録 』 で は 『大宝積経』 所属の 典籍が 散在 して記載され るの

に対 し、『デン カ ル 目録』 は第 46 会を除 い て 、 他はすべ て 「大宝積経部門 」 に排列 され て い

る こ とや排 列順 の
一

致か ら 、 後の 「プ トン 目録』 やチ ベ ッ ト大蔵経 （37）
へ と継承 され る雛形

に な っ た の で は な い か と推定 され る 。

表 3　 「大宝積経 』 に 関する 『パ ン タン 目録』 と 『デ ン カ ル 目録』 との 対応関係

項目 KP デ ン カル 目録 大宝積経 項目 KP デ ン カル 目録 大宝積経

1 7LL ／YS ．7 第 46 会 123LL ・59／YS ．58 第 35会

323LL25 ／YS24 第 1会 124LL63 ！YS ．62 第 39 会

24LL68 ／YS ．67 第 44会 125LL ．71／YS ．70 第 48 会

25LL67 ／YS ．66 第 43 会 126LL ．72／YS ．71 第 49 会

26LL ．47／YS ．46 第 23 会 4−12130LL57 ／YS ．56 第 33 会

27LL65 ／YS ．64 第 42 会 131LL45 ／YS 、44 第 21 会

28LL48 ／YS ．47 第 24 会 134LL ．33／YS ．32 第 9 会

29LL42 ／YS ．41 第 18 会 4−14153LL521YS 。51 第 28 会

30LL49 ／YS ．48 第 25会 155LL ．51！YS ．50 第 27 会

31LL ．50／YS ．49 第 26 会 157LL ．56！YS 。55 第 32 会

4．134LL ．36／YS ．35 第 12 会 5−1165LL34 ／YS ．33 第 10会
36LL ．40！YS ．39 第 16会 5−2173LL 、69＝ 186／YS 、68＝ 185 第 45 会

44LL ．27／YS ．26 第 3 会 176LL ．53／YS ．52 第 29 会
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4 『パ ン タン 目録』 の前書きにつ い て

　　『パ ン タ ン 目録』 は典籍目録の 前後 に前書 きと後書 き とが 付 け られ て い る 。 そ の 前書 きの

　　　　　　　　　　　　　ノ
前半は 冒頭の 釈迦牟尼 （Sakya　thub 　pa）か ら始 ま っ て 、 阿難陀 （Kun 　dga．

’

　bo）、 龍樹 （Klu

sgrub ）、 弥勒 （Byams 　pa ）、無著 （Thogs 　med ）、世親 （dByig　gnyen）、陳那 （Phyogs 　kyi

glang　po）、法称 （Dhar皿 ak
−
irti）、寂護 （Bodhisattva）、パ ドマ サ ン バ ヴ ァ （Pad　ma

，byung

gnas）、ヴィ マ ラ ミ トラ　（Vimalamitra）、カ マ ラ シ
ー

ラ （Kamala甜 a）、和尚マ ハ
ー

ヤ
ー

ナ

（Hwa 　shang 　MahEy5na ）、 七仏 （毘婆尸仏、尸棄仏、毘舎浮仏、拘留孫仏、拘那含牟尼 仏、迦

葉仏 、 釈迦牟尼仏）（38＞、シ ャ
ーン テ ィ ガ ル バ ァ （鮎ntigarbha ）、ブ ッ ダグフ ヤ （Sangs　rgyas

gsang　ba）、シ ャ
ーン ティデ

ー
ヴァ （龕ntideva ）、 チ ャ ン ドラキール テ ィ （Candra  tD （39）

らの 名前が 連記 されて い る 。 そ して 、これ ら諸仏、諸師 らの うち弥勒以外の 方々 は出家者の

姿を して 大巻子本 （Shog　dril　chen 　po）の上部 に 肖像画が 描か れて い る と前書 き は述べ る 。

　また 、 後書 きに よれ ば、巻．子本 の 下部に も同様な肖像画が描か れて い る と述 べ る。下部 の

肖像画に名前が 記載 されて い る者 として チベ ッ ト人翻訳師 ら 8 人 、 吐蕃王 5 人 、 イ ン ド人パ

ン デ ィ タ 3 人の 名前 （40）が 列挙され 、 吐蕃王 5 人 と名前の ない 1人 を除い て 出家者の 姿を し

て描か れて い る とい う。その 後に、後書 きは、
「
この 目録は以前の大巻子本 に ある とお りに

記 した の で 、非常に信頼で きる もので ある 」
（41）と結 ばれ

’
る。

　 こ うした前書 きや後書 きの 記述か ら、現存の写本 は 貝葉 （dPe　cha ）の 形態で あ るけれ ど

も、以前の 形態 、 これ は お そら く原本 （Ma 　dpe）に まで遡 る と思わ れ るが 、それ は巻子本

で あ っ た こ とが 推定され る 。
つ ま り、

い つ の 時点か に巻子本 か ら書写された時 、 巻子本の上

部 と下部 と に描 かれた 肖像画に書 き添えられ た個々 の 名称が 、前書 きと後書 きとに書き込 ま

れたの で はな い か と考える 。 前書き は 先の 前半部分に続い て 、 後半部分は編者 と編纂年代 に

つ い て 次の ように述べ る 。 そ の テ キ ス トと翻訳 とを示 そう。

bod　khams 　su 　dha　rma 　theg　pa　che　chung 　gi　mdo 　sde 　dang ／gzungs　che 　phra 　dang

／mdo 　sde
，i　ti　ka　dang だ dul　ba　dang ／bstan　bcos　che 　phra 　dang ／bstan　bcos　kyi

ti　ka　la　sogs 　pa　snga 　slad　du　bsgyur　zhing 　zhu 　chen 　gtan　la　dbab　pa
，i　mtshan 　dang

／bam　po　dang ／shu 　Iog　gi　grangs　sgra 　sgyur 　pa　na 　byang　bu　zhig 　mchis 　pa　gtan　la

ma 　phab 　nas ／slad 　kyis　khyi　lo　laうtsαn 　po　Khri　ral ゐα cαn 　Yar　lungs　5んar 　phyogs

た抑 ん・ b脚
・P ん・・9 仇 ・・卿 m 跏 ・ b加 ・ 卿 ・古・n … P・ 吻 ・・α呵

（42）ph ・

brang ’Phang 　thang 　na 　bzhugs　pa
，i　ston ／sgra 　sgyur 　gyi　bla　ban　dhe　dPal　brtsegs

dang／ban　dhe　Chos　kyi　snying 　po　dang ／lo　tsa　ba　ban　dhe　De　ben　tra　dang／

ban　dhe　Lhun 　po　la　sogs 　pa
’i　g−yar　sngar 　dha　rma 　bsgyur　zhing 　zhu 　chen 　bgyis

pa
，i　mtshan 　byang　rnying 　zhig 　mchis 　pas　gzhi　bzung　ste ／sgo 　sgo 　na 　mtshan 　byang

mchis 　pa　dang　yang　gtugs！dha　rmar 　yang　bstun　nas ／dha　rma 　sde 　gcig　la　mtshan

nyis 　rim 　du　gyur　pa　yang 　Phyung ！sngar 　ma 　chud 　pa　ci　mchis 　pa　bsnan　nas ／bod

khams　su 　dha　rma 　bsgyur　zhing 　zhu 　chen 　bgyis　pa
’i　mtshan 　dang ！bam 　po　dang／

shu 　log　gi　grangs　g七an 　la　phab 　ste　dkar　chag 　bla　dper　bris　pa ／1　（KP ，
2a）
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チベ ッ ト国にお い て 仏法で あ る大小乗の 経典 、 大小 の 陀羅尼 、経典の 注釈、 律 、 大小の

論典、論典の 注釈等が た えず翻訳 され 、 大校閲 した典名 と巻 数 と頌数 とが、翻訳 した時

の 標記 として 確定 しなか っ た 。 後に
、 戌年の パ ン タ ン 宮殿 （43）

にお住 ま い の 時 、［チ ・レ

パ チ ェ ン 王 が ヤル ル ン 東方の パ ン タ ン カメ宮殿 にお住まい の 時とい うもの もある3、翻

訳の 師長大徳 ペ ー
ッ ェ ク と大 徳チ ュ

ー
キ

ー
ニ ン ポ と翻訳師大徳 デーヴ ェ ン ドラ と大徳ル

ン ポ らの 方々 が 、仏法 を翻訳 し て 大校閲 した古い 典名 を基 に して 、部門ご とに典名 とも

対照 し、 仏法 として も一
致させ て 1 つ の仏法の 部類 にお い て 2 つ の 題 目があ るもの も除

い た 。そ して 、以前 に （典名 と して ）記入されて い ない もの が あれ ば加 え て 、チ ベ ッ ト

国にお い て仏法 を翻訳 して大校閲 した そ の 典名 と巻数 と頌数 とを確定 して 目録の 原本 と

して 記 した 。

　 こ の 箇所 は 『パ ン タ ン 目録 』 が仏典 目録 として 作成 された経緯 を述 べ た もので ある 。 末尾

の 「目録 の 原本 と して 」 とい う記述 か ら見 て 、お そら く原本 自体 に 記され た内容 と思われ

る 。 また 、 目録の編者 と して諸種の大蔵経目録部や史書な どに伝承 され る もの と同様の ペ ー

ツ ェ ク ら 4 人の 名前が あげられ 、 編纂年代 として こ れ まで 知 られなか っ た 干支 の 「戌 khyi」

年 が記されて い る。

　編者に つ い て い え ば、そ の 筆頭にあ げられ るカ ワ ・ペ ーツ ェ クは、Ka （1sKa） cog　zhang

と い う呼称 で 知 られ る若手 の 3 人の 大校閲翻訳 師 に 選定 された うちの 1 人 で （44）、他の ル

イギ ャ ツ ェ ン （Cog 　ro 　Klu ’i　rgyal 　mtshan ）、イ ェ シ ェ デ （Zhang　Ye　shes 　sde ）ら と並ん

で 、 前伝期 の 仏典の 訳業事業 を担 っ た中心人物 で ある
（45）

。 また 、
ル イワ ン ポ （

，Khon 　Klu ’i

dbang　po）
（46）

と共に、『デ ン カル 目録』 を編纂した こ とで も知 られ る 。 彼の 著作は 「デ ン カ

ル 目録 』 に記録されて な い が 、『パ ン タ ン 目録』 には 3 典 （KP820
，
826

，
863）が見 られ る。2

番 目の チ ュ
ーキー

ニ ン ポの人物像 は わか らない
。 3 番 目の デーヴ ェ ン ドラは 、

い わゆ る 「試

み の 7人 」 Sad 　mi 　mi 　bdun 中に あげられ る若者 3 人の うちの 1 人デーヴ ェ ン ドラ ラクシ タ

（rTsang 　Devendrarak寧ita）
（47）を指すで あろう。 翻訳師 として 彼 の 多 くの 訳業が蔵経本 （48 ）

に残 されて い る 。 最後 の ル ン ポ とは翻訳師 ペ ーギール ン ポ （dPal　gyi　lhun　po） を指す。彼

は ヴィ ドヤ ーカ ラ プラバ （Vidyδkaraprabha）や ペ ーツ ェ ク ら との 共訳 が大蔵経
（49 ）に収載

されて い る 。 また KP812 『比尼波羅提木叉注釈 』 に記載 され る著者 は 、ペ ーギール ン ポが

『律事』 ［東北 1 ：北京 1030］、

『比丘尼律分別 』 ［東北 5 ：北京 1034］ とい う律典 の 翻訳 を手

掛け て い る こ とか ら同
一

者 と見 られ る 。 人物像の 不明なチ ュ
ー

キ
ー

ニ ン ポを含めて こ の 4 人

は ペ ー
ツ ェ クを主幹 とす る

『パ ン タン 目録』 の 共編者で あ り、同時代 に 訳経等の 仏教活動を

した者た ちで ある 。

　次に、「戌 」 年 とい う編纂年代に つ い て は、それ を年代換算 して 確定．で きる根拠 は前書 き

か ら得 られ ない
。 そ の 原因は パ ン タ ン 宮殿に住ん で い た 王 の 名前が 記入 され て い ない か らで

ある 。 た だ し 、 角カ ッ コ 内の 写本に 加筆された注記に は
、 チ ・ レ パ チ ェ ン 王 、す なわ ちチツ

クデツ ェ ン Khri　gtsug　lde　btsan（806 生 ：在位 815−841）の 時代 とい う説 が示 され るが 、

それが 誰の 手に なる 、
い つ ごろの加筆か は知 られ ない

。 他方 、 後の チベ ッ ト史書類は前書き
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に記 され て な い 王 名を加えて
、 逆に 記されて い る干支 が 脱落 して 目録編纂に つ い て伝 える 。

その伝承 で は先の レ パ チ ェ ン とす る説 と違 っ て 、
レ パ チ ェ ン の父の セ ナ レ ッ ク Sad　na 　legs

つ ま りKhri　lde　srong 　btsan王 （776 生 ：在位 803−815）の 代に編纂され た とす る もの が多

い 。 その
一

例をナル タ ン版 『カ ン ギ ュ ル 目録 』 か ら示せ ば、次の ように述 べ る。

チ ソ ン デ ツ ェ ン の 御子 ムテ ィ ク ツ ェ ン ポ また （の 名）は セ ナ レ ッ クジン ユ ン （50）の 時代

に、翻訳師カ ワ ・ペ ー
ツ ェ ク 、 チ ュ

ーキニ ン ポ 、デーヴ ェ ン ドラ 、
ペ ーギィ

ー
ル ン ポら

が 、
パ ン タ ン カ メ の僧院に安置され る諸経典の 名称 と巻数、品数、頌数 を正確 に確定 し

て 標題を記録 した 目録 『パ ン タ ン マ 』 とい うもの は、カ ン ギュ ル を 1 つ に ま とめた最初

で あ る。 ある もの は これ （『パ ン タ ン マ 』）よ りも 『デ ン カル マ 』 の 方が先 （に編纂され

た） と主張す る信 じうる こ とば （lung）もある。後 に、カ ワ ・ペ ー
ッ ェ ッ ク とクン

・ル

イ ワ ン ポ らは トン タン ・デ ン カ ル に安置され る諸経典を編纂し て 目録 『デ ン カ ル マ 』 を

作 られ た （NKK ，
24a）（51 ）

　これ と同様 の 記述 は他 に もあ り（52）、それ らもセ ナ レ ッ ク の 代 とす る こ と は 同 じで あ る 。

これに関 して 、 824年 『デ ン カ ル マ 』 成立説
（53）を主張す る山口 氏（54）は上 の 引用 と類似す る

内容 を載せ る Vai  rya 　g−ya
’

sel を典拠 に、異な っ た時代の 2 人 （セ ナ レ ッ ク とペ ーツ ェ

ク）を同時代 に 示 して い るこ と、また 『デン カル マ 』 の 中に 『パ ン タ ン マ 』 の言及がない こ

とを理 由に、「パ ン タ ン 目録 』 は セ ナレ ッ クで はな く、 チツ クデッ ェ ン 王 の代 に、『デン カル

目録s より後 に成立 した と い う（55）。

　い ずれ に して も、 「戌 」 年 は チツ クデツ ェ ン す なわち レ パ チ ェ ン の代 とみ るな らば 818年

か 830 年の 2 つ しか該当 しない し、セ ナ レ ッ ク の 代 とみ るな らば 806年 しか な い 。そ の 中

で 山 口 氏の 見解 （561 に従 うな らば 830 年 とな るが 、その 場合の 前提として
『デ ン カ ル 目録 』

が 『パ ン タ ン 目録』 より先に成立 した こ とが保証 され なけれ ばならな い
。 この点 に関 して 、

本論の 1 で触れた 『デン カ ル 目録 』 の 多数の 典籍が 『パ ン タン 目録 』 の 中に 確i認されな い こ

と、あるい は 3 で言及 した 『大宝積経 』 の 典籍配置や翻訳途中の 宝積経 と律典が登録 されて

い る こ と、また 『パ ン タ ン 目録』 に は 『デ ン カ ル 目録 』 の 存在を示唆する ような記載が な い

こ とな どを どの よ うに 解釈 すべ きか問題は残 る 。 今後 、こ うした 点を ふ まえ て
、 目録の 前後

関係や編纂年代 の 確定な どが検討 されなければな らない
。
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桜部文鏡
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西蔵訳大宝積経の研究」

『大谷学報』 11−3、 pp ，134−175。

西岡祖秀
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「東京大学 文学部 文化交流 研究施 設研 究紀要 』 5、

　　　　 pp，43−93。

　 1983　 「『プ トゥ ン 仏教 史 』 目録 部索引 3 」
『東京大 学文学 部文化交流 研究施設研 究紀要 』 6、

　　　　　pp・47−200。
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羽田野伯猷

　 1968　 「
チベ ッ トの仏教受容の 条件 と変容 の 原理 の

一
側面 」

「東北大学 日本 文化研究所研究報告 』

　　　　　4、　pp．1− 153。

　 1983　 「
チ ベ ッ ト流伝前期の 王室仏教備考」

『中川善教博士頌徳記念論集 仏教 と文化』 同朋舎出

　　　　　版、pp ．281−312。

原田覚

　 1982

　 1985

「IDan　dkar　ma 目録考」
『仏教教理 の研究』 春秋社、　pp ．607−617。

「吐蕃訳経史」
『講座敦煌 6　敦煌胡語文献』 大東出版社、pp．419−448。

山 口 瑞鳳

　 1982

　 1985

　 1995

「
吐蕃王 国仏教史年代考」

『成 田山仏教研 究 所 紀 要 』 3、pp．1−52。

「「デン カ ル マ 』 824 年成立説」
『成田山仏教研究所紀要』 9、pp ．1−61。

「ダ ル マ 王 の
『破仏』 は虚構」

『成田山仏教研究所紀要 」 18、pp ．1−30。

芳村修基

　 1974 「The 　Denkm −ma 」
『イ ン ド大乗仏教思想研究」 百華苑 、

　pp．99−199．（初出 1950）

注

（1）　「dKar 　chag 　
’Phang 　thang　ma 』 東北 イ ン ド ・チ ベ ッ ト研究会、2005 年 5 月刊行。

（2）テキ ス トの 「大経 」 mDo 　chen 　po は登録され た典籍および 『デ ン カ ル 目録』 との 対応関係 か ら

　　 「大乗経典」 を意味す る と解釈 した。この項目名 は 4−1 から 5−11 まで を総称す る 。

（3）　「デ ン カ ル 目録』 は項目 4−2 「10 巻以下 の もの 」 の 中に，10 巻以下 1巻 以上 の 典籍 を包括す る

　　の に 対 し ，

『パ ン タ ン 目録』 で は項目を 4−2 「10巻の もの 」 か ら 4−14 「1 巻の もの 」 まで に 細分

　　 して 分類す る。

（4） こ の 項目は KP 出版本 の 編者が 立 て た こ とを示す記号が テ キス トに付け られ て い る 。

（5）　「デ ン カ ル 目録』 項目 4−3 「巻未満 の もの 」 は，「パ ン タ ン 目録』 の項目 5−1〜5−3 の 典籍 と対応

　　 す る。

（6）　『デ ン カ ル 目録 s 項 目 4−4 「100頌以 下 の もの 」 は，『パ ン タン 目録』 の 項 目 5−4〜 5−11 の 典籍

　　 と対応す る。

（7）テ キ ス トの drug　bcu （60）は bzhi　bcu （40）の 誤記 と解釈 した 。

（8）　『デ ン カ ル 目録』 の 小乗経典 ［LLIYs ．271−308］は，『パ ン タン 目録 s の 項 目 7 「
小乗経典」 と

　　 項 目 10 「
小 （小乗）経典」 の両項 目の 典籍 と対応す る。

（9）　「
小経典JmDQ 　phra　mo は小乗経典を意味する と解釈した 。

（10）　『
デ ン カ ル 目録』 項目 11 「

大小種々 の 陀羅尼 」 の典籍 は ，

『パ ン タン 目録 』 項 目 12 「大小 の 陀

　　 羅尼 と個 々 の儀軌」 お よび項 目 14−1〜 14−12 と 15 の典籍 と対応す る。

（11） こ の 項 目に属す る論典は 『パ ン タ ン 目録』 項目 26−3
，
26−4

，
26−5 の 3 項 目の 論典に対応す る。

（12） 『大宝積経』 関係は表 3 で 示 したの で省略する。 そ の他の 対応 が推定され る典籍番号 の み を 示
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　　　す。［KP ．708］＝〔LL／Ys ．496］，［KP ．716コ； ［LLIYs ．266］，［KP ．721］＝ 〔LLIYs ．281 ］，

　　　［KP ．727 ］＝［LL ．264 ／YS ．263 コ， ［KP ，731 ］＝［LL／YS ．269 ］
，
［KP ．740］＝＝　［1．L677 ／YS ．671］，

　　　［KP ．744］＝ ［LL ．679／Ys ．673］， ［KP ．746］＝［LL．6081Ys ．609コ， ［KP ．767］＝［LL ／Ys ．514］，

　　　［KP ．780コ＝ ［LL563 ／Ys ．564］，［KP ，889］＝［LL／Ys，323］，［KP ．894］＝匚LLIYs ．318］，

　　　［KP ．899］＝ ［1．LIYs ．317 ］，匸KPgoo ］≡　匸LLIYs ．316］，［KP ．904］＝　［LLIYs ．325ユ
，

　　　［KP ．906〕＝　［LL／YS．326］

（13）CBC
，
143a−210a．目録部の研究は 西 岡 1980／81！83 を参照 。

（14）　
，jig　rten 　gyi　mig 　tu　gyur　pa

，i　chos 　rgyal 　dam　pa 　rnams 　dang／lo　tsa　ba　chen 　po 　rnams

　　　kyi　mdzad 　byang　la．〈CBC 、206b ）．

（15） mdzad 　pa 　po
，i　mtshan 　ma 　smos 　pa　la．（CBC ，

207b）．

（16）de　dag　phal 　cher　dkar　chag ’

phang　thang 　mar 　smos 　so ．（CBC ，209a ）

（17）例えば ， KP ．790： rTen 　cing
’brel　bar ’byung 　ba ’i　snying 　po

’i　bskyud　byang　sna 　gsum は

　　　NS．2971−73 の 3 典に数え られ る 。 他 も同様で あ る 。

（18） NS は全 149 典と数え る。なお，羽田野 1968，　pp ．53−59 は 147典 と数 える。

（19）NS ．2910−2912
，
2915

，
2917−2920

，
2943−2946

，
2949

，
2951 −2953

，
2956

，
2974

，
2984 −2986 ．

（20）注 16 を参照。

（21）羽田野 1968，pp．59−60 はナル タン の 古テ ン ギュ ル 目録か らの 引用で あろ うとい う 13 典が示 さ

　　　れ る。cf．NS ．3048−3060 （CBC ，209a）．

（22） ，

phang 　thang 　mar ／me
，

ga1
，tsho　ba，i　mdo ／rta 　mgrin 　gnam 　sa　bkod　pa

’i　mdo 　zhes 　pa

　　　li　las．bsgyur　ba　yod 　par　bshad　de．（CBG ，
154a）

（23） mdo 　dang 　gzungs
’di　rnams 　rgya 　dang　li　Ias　l）sgyur ／

（24＞NS ．499 は 「デ ン カ ル 目録』 LL ／YS ．514、 蔵経本 ［東北 3807 ： 北京 5205］ に 対応す 恥

（25） rgyal 　ba ，i　yum 　stong 　phrag　brgya　pa
，i，

grel　chen 　bam 　po 　bdun　cu 　rtsa 　brgyad　cung 　zad

　　　ma
，

gyur　ba ／
，di ，

phang　thang 　mar 　btsan　po　khri　srong 　lde．btsan　gyis　byas　par　bris

　　　mod 　kyi　dkar　chag 　gong　ma 　gnyis　su 　rgya 　gar　mar 　bshad 　pas　darp寧ta　se 　nas 　byas　pa　de

　　　yin　no 　11　（CBC ，
156a）．ちな み に、　KGT ，　ja．124b は Kun　mkhyen 　bu すな わ ちプト ン の

　　　説明 と して 同
一

の 箇所 を引用 す る が、プ トン が 「以前の 2 目録」 とい うと こ ろを、『チン プマ 』

　　　　と 『
デ ン カ ル マ 』 とい う具体名を書き加 えて い る。

（26）た だ し ， KP841 の IHa　btsan　po と い う作者名は チ ソ ン デ ツ ェ ン 王 を指す と推定 され る 。

（27）dkar　chag 　mchims 　phu 　ma 　dang ，

phang　thang　mar 　mngon 　par　rtog5 　pa
，i　rgyan 　rgya 　cher

　　　
，

grel　pa 　bam 　po （irug　ces 　
’byung　ba　de　’di　la　’khrul　larn　gzhan 　yod 　brtag　par　bya，

o　！／

　　　 （CBC ，
157a）

（28）de，i　gnas 　dang　po 　shes 　bya ，i　gnas　kyi　bshad　sbyar 　don　gsang 　ba　rnam 　par　phye　ba　bam

　　　po　bcu　bzhi／　
，di　dkar　chag ，

phang　thang　mar 　dbyig　gnyen 　gyis　mdzad 　zer　1　（CBC ，

　　　 161b）

（29）　
idi

　la　sngon 　gyi　dkar　chag 　la／slob 　dpon 　dbyig　gnyen　gyis　mdzad 　zer 　snang 　ste ！皿 ing

　　　 pa
，dra，

o ．　 （TKA ，
102a−b）

（30）snang 　brgyad　ces 　bya　ba，i　rig　sngags 　li　las　bsgyur　ba　
’di ，

phang 　thang 　mar 　bka ，

　yang　dag

　　　　tu　mdzad 　mod 　kyi　brtag　pa
，i　gzhi

，

o ／／　（CBC ，
175a）．cf ．NS ．1287，

（31）蔵経本 匚東北 1067 ：北京 693］ に 対応す る と見 られ る が，その奥書には何語か らの翻訳 か は 記

　　　　されな い 。
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（32）Klu ，i　 rgyal 　 mtshan （LLIYS ．531），　 Ye　shes 　 sde （LL．5631YS ．564
，
　 LL ．564 ／YS ．565，

　　 LL ．680／YS ．674）1Vairocanarak 串ita （LL6711YS ．665 ）

（33）桜部 1930
， p．135．

（34）デ ル ゲ版 は東北 No ．57 （第 14 会）と 58 （第 13会）、85 （第 42 会）と 86 （第 41 会）の 2 ヵ

　　 所 が漢訳の順序 と逆で あ る 。 北京版は北京 No ．760 （17＞（第 18 会） と 760 （18＞（第 17 会）、

　　 760 （41）（第 42 会）と 760 （42）（第 4ユ会）、760 （44）（第 45 会）と 760 （45）（第 44 会）

　　 の 3 ヵ 所が逆 で あ る 。 なお，チペ ッ ト蔵経本に関して は桜部 1930
， pp．149−169 を参照 。

（35） KP の 巻数 が誤記 で な い とす れ ば、両者 の 分量 が 違 い す ぎ る 。
　 NS ．138、 蔵経本は 「デ ン カ ル 目

　　 録 』 と 同じ 5巻 とする。

（36）同様な事例は他に もある。例えば、「デ ン カ ル 目録』 項目 16 「律蔵」 は訳了と見なせ るが 、対応

　　 が 推定さ れ る 「パ ン タ ン 目録1 の典籍は項目 26−2 「翻訳途中 の 経典 と律典」 の 中 に 記載 され る 。

　　 それ を対照 して示せ ば 、 次の よ うで あ る e

　　 L ［KP ．687］，DUI　ba　gzhung 　bla　ma ’i　sgyur 　
’

phro 　154bpノ
　　　　［LL ，

4861YS ．487］　 ’Dul　ba　gzhung 　bla　ma ／16
，
200sl．： 54bpノ　［東北 7 ：北京 1037 ］

　　 2．匚KP ．688］ ，Dul　ba　phran　tshegs　sgyur
’

phro ／

　　　　［LL ．4851YS ．486］ ’Dul　ba　phran 　tshegs　kyi　gzhi ／24
，
600sl．： 42bp，1 ［東北 6 ：北京

　　　　1035］

　　 3．［KP689 ］
，Dul　ba　gzhi　rgya 　cher

，

grel　pa 　sgyur 　
’

phro 　111bp．1
　　　　［LLIYS ．494］

，Dul　ba　gzhi
，i　rgya 　cher

｝

grel　pa　13 ，300sl．： 11bp．！　［東北 4113 ：北京

　　　　5615］

　　 4，［KP ．690］ ，Dul　ba　gzhung　bla　ma ，i　igrel

　pa　sgyur
，
phro ／

　　　　［LLIYs ．497］　’Dul　ba　gzhung 　bla　ma ’i　rgya 　cher 　
’

9rel　pa　1　6，000sl．；20bp．／〔東北 4116 ：

　　　　ゴ匕京 5618 ］

　　 5．［KP ．691 ］dGe 　slong 　ma
，i ，dul　ba　rnam 　paゼ byed　pa 　sgyur

，

phro ！28bp．／

　　　　［LL488 ／YS ．489］　dGe 　s1ong 　ma
，i ，du1　ba　rnam 　par　

’byed　pa ／7
，
400sL： 24bp．十2008L／

　　　　［東北 5 ；北京 1034］

（37＞デル ゲ版 の 排列順 は 『
デ ン カ ル 目録』、『プ トン 目録』 と一

致す る。

（38）テ キ ス トに 加筆 さ れた注記 に は、「それ ら七仏 の 前 に、名前 の 記載 の な い パ ン デ ィ タが数名 （描

　　 か れ て ）あ る」 とい う。

（39）テ キ ス トに 加筆 された注記 に は、「こ の 者 （Candrakirti）の後 に 名前 の 記載 ない 3 人 の パ ン デ ィ

　　 タが （描 かれ て）ある」 とい う。

（40）記載Jr贋に名前を示せ ぱ、次の とお り。　 dBa ’

　Ye　shes 　dbang 　po ，

’Ba ，

［dBa ’

］Khri　bzher　sang 　shi

　　 ta
，
　sBrang 　rGya 　ra 　legs　gzigs，

　Ngan 　lam　rGya ユba　mchog 　dbyangs
，
　dPa ，

　khor　Vairocana
，

　　 sNubs 　Nam 　mkha
，

　snying 　po ，
正Ha 　tho　de　snyan 　btsan

，
　Srong　btsan　sgam 　po ，

　Khri　srong

　　 lde　btsan，　Khri　lde　srong 　btsan，　Khri　gtsug　lde　btsan　Ral　pa　can ，　Surendrabodhi，　Cog

　　 ku　Kluコi　rgyal 　mtshan
，
　Jinamitra，　sKa 　ba　dPal 　brtsegs，　Munivarman ，　Ye 　shes 　sde ．

（41）　dkar　chag
，di　ni 　sngon 　gyi　shog 　dril　chen 　po 　na

，dug　Pa 　ji　lta　ba　bzhin　du　bris　pas　shin

　　 tu　yid　ches 　pa 　lags　so　1／1／　（KP ，27a）

（42） イ タ リッ ク体は写本 テキス トに赤字で加筆さ れ た注記を示す。KP で はそれを小活字で表示

　　 す る 。

（43）パ ン タ ン 宮殿 は 8 世紀前 半 の チ デ ツ ク ツ ェ ン （Khri　lde　gtsug　btsan）の 代に造営され た

　　 （CBC ，125a；KGT ，　ja，70b）。 張恰孫主編 『蔵漢大辞典 』 p ，1778 に よれば、
’Phang　thang は
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「
西蔵 自治区乃東県頗章区古名」 と説明する。 乃東県 （sNe 　gdong 　rdzong ） は ロ カ （IHo　kha、

　　 山南） 13 県 の 1 つ で、頗章区 （Pho 　brang 　chus ） は ロ カ の 都 ッ ェ タ ン （rTse 　thang）か ら約

　　 20Km 南 に 下 っ た地 区で あ る 。

（44）cf．KGT ，
　ja．125a、

（45）ペ ー
ッ ェ 久 ル イギャ ツ ェ ン 、イ ェ シ ェ デ らの 著作、訳経等に つ い て は原 田 1985 を参照。

（46）ル イ ワ ン ポは
「
試 み の 7 人」 中 の 若年の 1 人 に数 えられ （CBC ，127a）、大校閲翻訳師 （Zhu 　chen

　　 gyi　lo　tsa　ba＞に 選 定された 9人 中で は中年の 3 人中の 1 人 に あげられ る （KGT ，
　ja．125a）。

（47）　cf．CBC
，
127a．

（48）　 ［東北 269 ：北京 935 ］［東北 274 ： 北京 940］［東北 328 ：北京 994 ］［東北 507・＝883 ：北京

　　 141＝508］匚東北 4060 ：北京 5561］［東北 4061 ：北窟 5562］［東北 4062：北京 5563］［東北

　　 4069 ： 北京 5570］［東北 4071 ：北京 5572］匚東北 4124 ：北Xt　5626］［東北 4125 ：北京 5627ユ

　　 ［東北 4179 ：北京 5679］

（49）　 ［東北 1 ：北京 1030］［東北 5 ：北京 1034］［東北 157 ：北京 824］［東北 222 ：北京 888］［東

　　 」匕506＝ 885 ；」匕京 138＝＝ 510］

（50） こ こ で は ム テ ィ クツ ェ ン ポ とセ ナ レ ッ ク とを 同
一視す る。同様 の 説を示す もの に つ い て は、山

　　 口 1978
， p．14 参照。

（51）Khri　srong 　lde　btsan　gyi　lha　sra8 　Mu 　tig　btsan　po
’

am 　Sad　na 　legs　mjing 　yon　gyi　dus　su

　　 lo　tsE　ba　Ka 　ba　dPa 　rtsegs ／Chos　kyi　snying 　po ／De　wen （la　dPal　gyi　lhun　po 　sogs 　kyis

　　 Phang 　thang　ka　ba　med 　pa
’i　gtsug　lag　khang　na 　bzhugs　pa

，i　gsung　rab 　rnams 　la　mtsan

　　 dang　bam　grangs！e
，

u 　shlo 　ka　rnams 　zhib 　par　gta皿 la　phal 〕 ste 　them 　byang　bkod　par　dkar

　　 chag
，Phang　thang　ma 　zhes 　bka， ，

gyur　phogs 　gcig　tu　sgril 　ba ，i　thog 　ma 　yin　
’

ga
”

zhig 　
idi

　　 las　IDan 　dkar　ma 　snga 　bar　bzhed 　pa
，i　lung　kyang　yod　de　rjes　Ka　ba　dPal　brtsegs　dang

　　
iKhon

　Klu ，i　dbang 　po　sogs 　kyiS　Stong　thang 　IDan　dkar　na 　bzhugs　pa
，i　gsung　rab 　rnams

　　 bsgrigs　nas 　dKar　Chag　IDan　dkar　ma 　mdzad ／ （NKK ，24a）．芳村 1974
，
　pp．109−111参照 a

｛52） cf．Vostril  v
，
1970

，
　p．205 ；原田 1982

，
　pp ．610

，
616 注 15。

（53） 『デ ン カ ル 目録』 の 成立年代 に 関 して は、「
辰

’Brug 」 年をめ ぐっ て諸説が 出さ れ て き た。か つ

　　 て は TUcci の 812 年説 （TUcci ，1958） が 支持 されたが 、 最近 で は 824 年説 （芳村 1974、山 口

　　 1978
， 1985）が 主流 の ようであ り、異論 として 836 年説 （原田 1982、羽田野 1983＞も主張さ

　　 れ る。

（54）山 口 1978，p20 参照 。

（55）山 口 1985 ，　p．13 に よれば、『プ トン 目録」 に 転載 された 『パ ン タン マ 』 の KP ．827 （≡ NS ．2933）

　　 をラ ン ダル マ （Glang　dar　ma ）王 の 著作 と見な し、 そ れを根拠に 、

「パ ン タ ン マ 』 の成立 は こ

　　 の 王 の 在位 （841−842）以後に なる と説 を改 めて い る。

（56）上注 55 の 見解に 従 えば、『パ ン タ ン マ 』 は 842年以後の 成立 となる。
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